
 

「ふたつよいことさてないものよ」 

 
臨床⼼理学者の河合隼雄⽒は「ふたつよいことさてないものよ」という呪⽂を唱えると、納得がい

ったり、楽しくなったりするそうです。様々なストレスがあふれる⽇々の⽣活の中で、⼼の健康のため
にはこのような気持ちの持ち⽅も参考になるのではないでしょうか。河合隼雄著「こころの処⽅箋」か
ら、ご紹介いたします。 
 

「（前略）⼈間の⼼に関する『法則』などというものも、あまり当てにならなかったり、⼀⾯的だっ
たりして、頼り甲斐のないものである。従って、私は『法則』は好きではないが、それでも割と好きなの
が、『ふたつよいことさてないものよ』という法則である。 

『ふたつよいことさてないものよ』というのは、ひとつよいことがあると、ひとつ悪いことがあるとも考えら
れる、ということだ。（中略）世の中なかなかうまくできていて、よいことずくめにならないように仕組ま
れている。このことを知らないために、愚痴を⾔ったり、⽂句を⾔ったりばかりして⽣きている⼈も居
る。その⼈の⾔っている悪いことは、何かよいことのバランスのために存在していることを⾒抜けていな
いのである。 

それでも、⼈間はよいことずくめを望んでいるので、何か嫌なことがあると⽂句のひとつも⾔いたくな
ってくるが、そんなときに、『ふたつよいことさてないものよ』とつぶやいて、全体の状況をよく⾒ると、なる
ほどうまく出来ている、と微笑するところまでゆかなくとも、苦笑ぐらいして、無⽤の腹⽴ちをしなくてす
むことが多い。（中略） 

この法則の素晴らしいのは、『さてないものよ』と⾔って、『ふたつよいことは絶対にない』などとは⾔
っていないところである。そんなに固い絶対的真理を述べているのではないのだ。ふたつよいことも、け
っこうあるときはあるものだ。ふたつよいことは、よほどの努⼒かよほどの好運か、あるいは両者が重なっ
たときに訪れてくるが、⼀般には努⼒も必要とはいうものの好運によることが多いように思われる。好
運によって、ふたつよいことがあったときも、うぬぼれで⾃分の努⼒によって⽣じたと思う⼈は、次に同
じくらいの努⼒で、ふたつよいことをせしめようとするが、そうはゆかず、今度はふたつわるいことを背負
いこんで、こんなはずではなかったのに、と嘆いたりすることにもなる。 
ふたつよいことがさてないもの、とわかってくると、何かよいことがあると、それとバランスする『わるい』こ

との存在が前もって⾒えてくることが多い。それが前もって⾒えてくると、少なくともそれを受ける覚悟が
できる。⼈間は同じ苦痛でも覚悟したり、わけがわかっていたりすると相当にしのぎやすいものである。
あるいは、前もって積極的に引き受けることによって、難を軽くすることもできるだろう。 

ふたつよいことさてないものよ、というバランスを⾒るときに、物質的なことだけではなく、⼼の⽅にも
⽬配りして⾒ることが必要である。 物も⼼も含め、⻑い期間にわたって⾒ると、全体としてのバラン
スのよさに感⼼させられることが多い。（以下略）」 
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